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医療的ケアの必要な方のための 「多機能型拠点荷西部|(仮称)の出技が始まります―

食べたり、呼吸をする機能がSSいためにチューブで栄義を頼つたり、疲を機械で吸ったりする必要のある方がいます。

これらの行為は、家族が自宅で日常的に介護として行つているもので、病院で行われる治療目的の 「医療行為Jと は柔

なるとして 「医療的ケアJと 呼ばれています。その医療的ケアを必要とする重い障害のある方とその家族が地域で安心

して生活する事を支援する拠点が、ここ桂合に建設される予定です。そして そ の設置、運営について、横浜市から訪

間の家が任されることになりました。この拠点は、重い障害のある本人、ど家族そして職員が待ち望んだものです。地

域の方のご協力を得ながら運営を行つて参りますので、皆さまには、今後とも暖かく見守つていただきますよう心から

お願い申し上げます。

平成23年 度 介 護者教望 (第2回 )

０
０

「先輩から学ぶ、介護の心得J
「身内を介護するようになつたら … J「自分自身に介護か必要になつたう……J

介護を経験された先空の体験歓から イ ザという時に

役立つ知鼓や情報をお層けします|

同時 平 成24年 3月 0日 〈火)1400～ 16:00

増所 :接台IB壕ケアプラザ 多 目的ホール

夢集 :50名 く定■になり水第、再切)

申込 :なおかケアプラザの窓ロヘ

権台スペシャルデイの 本郷中央地区

協働福祉フォーラム
～すつと住み続けたい街ヘ

その秘訣とは～

安全 安 心で心豊かな街づくりをめざし、バネルデ

ィスカッションやビデオ上映を行います.

皆さまのご来場をお待ちしております.

日 時 :平成24年 3月 3日 (上)

13:30～ 16:30

場 所 :本郷地区センター

2F大 集会ヨ

申込み :桂台地域ケアプラザ

TEL 897‐ 1111

お知らせ
を台地域ケアプラザデイサービスでは 利 用者さんへ日唄

の感謝を込めて 月 に一回 「桂台スベシャルテイJを 企画し

ています。毎月毎月索甑なブログラムを企画していますので

地域の皆様も是非 足 をお運び下さいゎfiお型の方は li台

地域ケアプラサまでご連絡下さい

日時 :平 成24年 3月 4日 (日)

14:00～ 15:00

内害 :ヽ情熱の爵 リフラメンコ ♪～

フラメンコの熱い踊りと京愁たたようバン

ド演奏をお楽しみ下さい。デイサービスの

利用者さんたちと共にスペインの風に^れ

てください.

JB所:柱合地域ケアプラザデイルーム



認知症になっても安心して

暮らせる街づくりのために
その4栄 区の認矢□症|こ対する取り組み|こついて 前 編
横浜市栄区福祉保健セツター 高 齢支援担当 佐 藤係長インタビユー

特集3回目になります今回は、栄区高81支援担当のと藤係長からお語を伺ってきました。

栄区における高齢者の現状と認知症に対する取り組み、今後の展望を今月、来月と2ヶ

月にわたってお層けいたします。

一
栄区は元気な高齢者が多い衛  ～ 秘訣は活発な地域活動～

栄1えは樹浜市のなかで批も高齢化の進んだ区ですが、 方 でズ介護記定者の比率は

世もttく,こ気な高怖子が多い付能をもっています。要介護秘定革 (65歳以上の人で介

鷲が必要な人の抑行)の Il移をみると平成161:度136%を ビークに ド性が続いていま

したが平成20年度の125%を 氏に要介経設定革は11び L升に転していますεァt気な高

怖子が多い烈Hは 介燿 ,Fjjの取打tが進んでいること、Jtu成活動が活発 (地域の中で前

柿者の方が相:会‖を失うことなく生lFできてぃる)で あることなどが考えられますc

また、1折期市齢者 (師歳～71歳)ク)割合が高いという特後も影TTしています。今後

後lul内怖ィのよW加が進むことから要介捜芝定半は '界することが予想されています。

要介確訟定析の"t閃次ulJlにみると 「脳 8踏瑛思J(241%)、 「フ知症J(2〕 5

%)が 大きな制合となっています)「 前的による東弱J「 砿rtによる付折Jな ども原

四として多くなっています。

一認矢B症の初期は家族が困惑

～解決の鍵は地域の見守りと相訟機関へのつなぎ～

夕tづいたり、 十おけさん (お々 さん)が 大変そうだからJ

と11筑先を無したり、といった 「家族による兄守'Jが 難

しくなっています。介設保険ⅢⅢ度にf 表ヽされるように古と

比べて付け皮やサービスはたくさんできましたが  「制度や

サービスにつなげる力」はむじろ期まっているのではない

でしょうかっ

こうした状ltを路まえて、認知症など介設が必要な状態

になったときに、いちはやく変化に気づき '一 ビスにつ

なげることができるよう地域の中でのjL守りが重要になっ

てきます,ま た、地lFPのなかに介護保険制度の刑談が出来

て、わかりやすく証Hfしてくれる場'Fがあることはとても

大Ⅲだと思っていますっ

訟如析の方の11でも、初期の訟知Ⅲ址の人は体がた気なこ

とが多いため、家拡にとってはつ卜制に対する不安など介腔

の負tH感が重くなっているようです。また、家族にとって

初めて 「詔如症 と いうものに弦する状況であるため、IIt

に向けてSOSをすればよいのか ど この441院にかかればよ

いのか、また、介設保性を使うにはどのようにすればよい

のかなど ,i悪 われることが多いようです。

栄区の内齢単身lt付、高怖央斉すのみのW:中の4r移をみる

と平成 7年 にはい,い11‖をあわせて,590fH‖だったものが

平成2211には121199山付となり15年間に341ヤとなりい|IF期

171の小さい介護力の低下した世竹が4hV"‖しています。い11'

の小規強化は様々な,Jなに結びついているのではないでし

ようか。 「イ可かちよっといつもと述うな」と変化に来ど|く



一家族だけサで抱え込まないように

～家族の立場に立つた支援の視点も大切～

認知市の方を介護しているご家族のⅢには、 「誰に対J談したらいいか

わからないJと いった状ltになって孤立してしまうケースや 逆 に家族

が認知iで あることをご近所に加られたくないという思いから抱え込ん

でしまう場合があります。また、長年進れ派った家llLであるからこそ

れ雑なほ情がからみ 悩 むケースもあるようです。そうしたご家族にと

って、専円的な文IP4のもとで、安心して相註できる環境を把jlすること

はとても必要です。そして 介 護をしているご家族の方の視点に立って

考えることを常に忘れてはならないと思っています。

―現状で,ま少なをヽ若年1と認知症の方の居場所づくりの取り組み

■1:性認力lII(発士作柿が61h‐t末前の詔如近の絡tr)の 方は そ の数山体が少ないた

め 本 人の希草に合致する支援がなかをか■つけにくい現状にあります.実 際にご本人

やご家族の状!北を考慮すると、11らかのサポートカ1必要な】末lmLであることは問達いあり

ません力ヽ その数の少なさにに白をから遠くまで行かないと希望の十一ビスが受けられ

ないといった状ltになっている場合があります.栄 ピ内にも若年‖記知亨たの方の手,」が

いくつかありましたが ご 本人に適した支援をなかなか■つけられなかったという社残

をしました。■4■性認力1址の方々への支援は広がりつつありますが 栄 区内での活flは

今までありませんでした。栄匹でも支援の輸を広げるために何かできることはないかと

考えています。

認女3症に関する主な相談 (機関栄区の HPよ り抜粋)

口もの忘れ相談 予約制

認知症に関する医療や対応など専門医がご相談をお受けします。

(日時〕毎月第4木曜日 (年後)

■認知症高齢者徘徊SOSネ ツトワーク登録制

認知症の方などが徘徊で行方不明になつたとき、できるだけ早く、発見 保 護に協力するための仕組

みです。お近くの地域ケアプラザまたは区役所にご本人の写真 (顔 全 身)を お持ちになりご相談く

ださい。

■携帯安心カード

とつさの救急事故などに遭通した時に役立つ 「携帯安心カード」を配付しています。このカードにヘ

医療情報を記入して携帯してください。

【お問合せ 予約】高齢者支援担当 [TEL]8948415[FAX1 893 3083



年の瀬を迎えた12月18日 (日)、 工山F玄問前でイFわれた
・
餅つき
Ⅲ
を皮切り

に第2口|「ぬくもりJ力S始まりました。

どこまでも青く澄みわたった空に、蒸籠から勢いよく吹きLが るもち米の向

い本気が鮮やかに映え、 rど も会の会長はじめお rさ んや関係者の方々が思い

っきり振り上げる杵と、ベテランの|'さんの手除よい合い

の手で、真締のようなお倒|がつきあがりましたっ

今回提供するメニューは 「つきたて側|け んちん汁 お潰

物J。 250円のお伸!Jちlul格で160食余があっという問に売

り切れ、心地良いピアノライブが材これるなか、来場者の習

袋を満たしました,

喫茶コーナーでは、プロが1■れてくださった本格コーヒ

ーの香りが漂い、家庭料却の避人による千作リケーキもふ

るまわれ、生活に役立つ紙之肘を兄ながらのくつろきのひ

と時が流れました。
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イベントコーナーでは、かわいらしいお r

さんたちと美しい女性のみなさんが干BLなフ

ラダンスを披露し、デイサービスのご利rH者

に加え地域の方々が100名もお見えになって、

デイルームには早山の人だかりができました。

お rさんの笑顔 し なやかな踊り あ でやか

な衣装が相まって、まるで楽問の品へ導かれ

ラ
一煮

たような雰囲気となりました。

また、女性クインテットによるマンドリン湖t茶は懐かしい‖1にはじまり、サンタクロ

ース登場のサプライズをはさんで、クリスマスソングを介!1で峡うなど幅広いジャンル

で構成されていました。

他にも、ゲーム パ ソコン 健 康拙i炎など多彩な僻!しがli山ttlしのサロンとなり

世代を超えて
“
元気
Ⅲ
をもらい、 “つながる

Ⅲ
ことのできた監こな時間……c

もりのある出会い
ヤ
でつなぎ続けていきたいと思います。これからも 「ぬくもりJ

ました。
“
みんなにやさしい ぬ く

サロンをぜひお楽しみにい


